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2021年第51週～2022年第35週

（R3.12.20～R4.9.4）

週

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 2 75 20歳代、90歳代

3 腸管出血性大腸菌感染症 1 21 40歳代・O157

4 つつが虫病 1 1 70歳代

4 日本紅斑熱 3 10 10歳代・1人、70歳代・2人

5 急性脳炎 1 7 10歳未満

5 梅毒 11 224 20歳代・3人、30歳代・4人、40歳代・3人、50歳代・1人

5 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 12 80歳代

２０２１年第３２週（８月９日～８月１５日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

２０２２年第３５週（８月２９日～９月４日）

■コメント

■全数把握感染症報告状況（新型コロナウイルス感染症を除く）

１ 新型コロナウイルス感染症
第35週に11,721件の報告がありました。新規感染者数

は減少傾向ですが、依然として高い感染レベルが継続し
ています。マスクの正しい着用、手洗い、ゼロ密、換気な
どの基本的な感染予防対策に加えて、体調不良時の外
出自粛など一人一人が対策を徹底することが大切です。

２ 腸管出血性大腸菌感染症
今年の累計は21件（昨年同時期15件）となり、多い状

況が続いています。感染予防のため、肉類は十分に加
熱し、生で食べる野菜や調理器具はよく洗いましょう。ま
た、調理や食事の前、トイレの後などは、せっけんと流水
で十分に手を洗いましょう。

新型コロナウイルス感染症新規感染者数の推移（広島市）

新
規
感
染
者
数
（
人
）

３ 日本紅斑熱
今年の累計は10件となりました。これまでの年間最多報告数6件(2021年)を既に上回っており、多い状況です。山や

草むらに入るときは、長袖、長ズボンを着るなど、マダニに咬まれないように注意しましょう。また、治療が遅れると重
症化することもあるので、マダニに咬まれた後に発熱等がある場合は、直ちに医療機関を受診しましょう。
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第31週 - 4 13 46 1 67 1 4 28 1 135 - 3 - - - - -
報 第32週 - 4 2 31 - 49 - 9 27 - 65 - 2 - 1 - - -
告 広島市 第33週 - - 3 29 2 44 - 4 7 - 65 - 3 - - - - -
数 第34週 - - 10 41 1 37 - 1 28 1 44 - 2 - - - - -

第35週 - 5 4 45 1 35 - 6 17 - 43 - 2 - - - - -
第31週 - 0.17 0.57 2.00 0.04 2.91 0.04 0.17 1.22 0.04 5.87 - 0.38 - - - - -

定 第32週 - 0.19 0.10 1.48 - 2.33 - 0.43 1.29 - 3.10 - 0.25 - 0.14 - - -
点 広島市 第33週 - - 0.13 1.26 0.09 1.91 - 0.17 0.30 - 2.83 - 0.38 - - - - -
当 第34週 - - 0.43 1.78 0.04 1.61 - 0.04 1.22 0.04 1.91 - 0.25 - - - - -
た 第35週 - 0.22 0.17 1.96 0.04 1.52 - 0.26 0.74 - 1.87 - 0.25 - - - - -
り 第33週 0.03 0.07 0.18 1.67 0.06 2.71 0.01 0.21 0.50 0.02 1.31 0.01 0.17 0.01 - 0.01 - -

第34週 0.03 0.07 0.21 1.92 0.05 3.32 0.01 0.23 0.79 0.03 1.24 - 0.21 0.02 0.02 0.03 - 0.01
全国

コピー

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。
なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
URLhttps://www.city.hiroshima.lg.jp/site/infectious-disease/

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575FAX(082)277-5666E-Mailei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

■広島市における新型コロナウイルス感染症の発生状況（確定日で集計）

２０２２年第３５週（８月２９日～９月４日）

新型コロナウイルス感染症の相談窓口
コールセンター（積極ガードダイヤル） TEL：082-241-4566

全日24時間対応

＊新型コロナウイルス感染症に関する最新の発生状況、相談窓口等については、広島市ホームページ
「新型コロナウイルス感染症に関する情報（https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/korona/）」からご確認ください。

■新たに判明した病原体検出状況

【第35週(8月29日～9月4日)】

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 不明 合計

1,786 1,448 1,460 1,888 1,879 1,335 793 626 491 15 11,721

【累計報告数（9月4日)現在】 ※2020年からの累計報告数です。

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 不明 合計

26,274 27,172 30,399 29,795 29,722 19,652 10,803 7,959 6,533 305 188,614

（検査：広島市衛生研究所）

診断名 主症状 年齢 発症年月日 検査材料 　検出病原体

手足口病 丘疹 口内炎 1 2022/07/25 咽頭拭い液　 ｺｸｻｯｷｰｳｲﾙｽA6型

手足口病 発熱(37.8℃) 丘疹 口内炎 0 2022/08/01 咽頭拭い液　 ｺｸｻｯｷｰｳｲﾙｽA6型

その他の循環器疾患 発熱(40.0℃) 循環器障害 無呼吸発作 0 2022/07/15 咽頭拭い液　髄液　糞便　 ﾊﾟﾚｺｳｲﾙｽ3型

咽頭拭い液　 RSｳｲﾙｽ

その他の疾患 発熱(38.7℃) 熱性痙攣 0 2022/07/16 咽頭拭い液　 ﾗｲﾉｳｲﾙｽ

＊感染症発生動向調査に基づく病原体定点搬入分のみ掲載


